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 「理数探究基礎」実践記録の発刊に寄せて 

 

本校は令和 2年に創立 100周年を迎え、創立以来の神撫教育（智徳体のいずれにも偏らな

い、一芸一才の個性を重んじる、自己教育力を養う）の理念を不易の部分とし、探究活動による学

びを流行の部分として教育活動を実践しています。 

そのような中、令和 4年、文部科学省より、「スーパーサイエンスハイスクール(SSH)」の指定を

受けました。『VUCA時代において主体的に自らを進化させられる人材育成』をテーマに掲げ、現

状を正しく把握し主体的に課題を「みつける」力、変化に柔軟に対応しながら粘り強く課題解決を

「すすめる」力、そして、課題解決の情報を正しく伝え、理解と共感を得ながら成果を社会に正しく

「ひろげる」力を身につけることを目的として探究活動に取り組んでいます。 

これらの取組をより効果的に実践するため、令和 5年度入学生より、探究活動を中核に据えた

教育課程を新たに編成し、第 1学年は「理数探究基礎」を全員履修としています。教科横断型の

7つの講座や外部講師による講演会などにより、自然科学的な探究手法を身につけさせることに

加え、「公共」の時間では、フィールドワークや行政への提案書づくりなどを通して、社会科学的な探

究手法を学ばせます。 

生徒の事後評価アンケートでは、ブレインストーミングの実践で、「何を言ってもいい、自由で笑顔

の空間の中で、普段の自分なら思いつかないことや、思いついても言えないことがポンポンと言え

た」「来年度（2年生）からの『総合的な探究の時間』では、相手の意見を積極的に肯定するという

ことを使って、班の中で互いの意見を共有し、よりクリエイティブなアイディアを出すということに生か

したい」など、テーマや課題を設定する際のイメージもついたようです。 

１年生において「理数探究基礎」を全員履修することにより、２年生での「総合的な探究の時間」

において、よりレベルの高い、充実した探究活動ができるのではないかという大きな期待がありま

す。しかしながら、この取組はまだ始まったばかりで、課題も散見されます。皆様がお気づきの点が

ありましたらご教示いただくことをお願いしまして、ご挨拶と致します。 

 

兵庫県立長田高等学校 

校 長  山 根   尚 
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 はじめに 

本校は「VUCA 時代において主体的に自らを進化させられる人材育成プログラムの開発」と題

して、令和４年度よりスーパーサイエンスハイスクール採択校となった。 

本校ではこれまで、教科を横断した探究的な取り組みとして、人文数理探究類型の教育課程の

中で、学校設定科目「探究」（２年）および「人文数理探究」（３年）を設定してきた。昨年度で特色

類型を設置してから１０年を迎えた。探究活動の指導を経験した教員も増え、取り組みを学校全体

にひろげる環境が整ったといえる。それにともなって、探究活動に軸足を置いた教育課程を再編成

し、第１学年全員に「理数探究基礎」１単位を履修させることとなった。 

理数探究基礎は、スーパーサイエンスハイスクール事業における取り組みを踏まえて、平成３０年

に告示された新学習指導要領で新設された科目である。新学習指導要領の中では、幼稚園から

高校、特別支援学校まで全ての総則において、「カリキュラムマネジメント」という言葉が記載されて

いる。また、言語・情報活用・問題発見・問題解決の能力を高め、社会のさまざまな問題に対応でき

る資質を育てることが求められている。これらの資質向上のためには、教科を横断した学習が不可

欠である。理数探究基礎においても、「数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせ

るなどして働かせ、探究の過程を通して、課題を解決する力」を身につけることの必要性が明示さ

れている。 

本科目は新設されてからまだ間もなく、全員履修となると全国的にも未だ例が少ない。本校とし

ても手探り状態の中にある。その模索の記録が、「理数探究基礎」導入を検討されている学校、カリ

キュラムマネジメントについて本校と同じように試行錯誤されている学校のご参考となれば幸甚で

ある。 
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 理数探究基礎について 

 

前述のとおり「理数探究基礎」は、平成３０年に告示された新学習指導要領で新設された、各学科

に共通する教科「理数」における科目である。 

 

平成 28年 12月の中央教育審議会答申において、 

「予測困難な社会の変化に主体的に関わり、感性を豊かに働かせながら、どのような未来を創って

いくのか、どのように社会や人生をよりよいものにしていくのかという目的を自ら考え、自らの可能

性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を身に付けられるようにすることが重要で

あること」が示された。 

 

またこれを受けて、 

「知の創出をもたらすことができる人材の育成を目指すには、そのための基礎的な資質・能力を身

に付けるとともに、数学や理科に関する横断的なテーマに徹底的に向き合い考え抜く力を身に付け

る必要がある」とされ、数学と理科にわたる探究的科目が新設された。 

 

理数における目標は以下のとおりである。 

様々な事象に関わり、数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働か

せ、探究の過程を通して、課題を解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。 

（1）対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。 

（2）多角的、複合的に事象を捉え、数学や理科などに関する課題を設定して探究し、課題を解

決する力を養うとともに創造的な力を高める。 

（3）様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向

けて積極的に挑戦しようとする態度、探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度及び

倫理的な態度を養う。 

高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説「理数編」より 

 

生徒は本科目履修を通じて、「数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどし

て働かせ、探究の過程を通して、課題を解決する力」を身につけることが求められる。 
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 本校スーパーサイエンスハイスクール事業の概要 

（令和５年度実施報告書より抜粋） 

 

【研究開発課題】 

「VUCA時代において主体的に自らを進化させられる人材育成プログラムの開発」 

 

【研究開発の目的・目標】 

現代はVUCA（Volatility：変動性，Uncertainty：不確実性，Complexity：複雑性，Ambiguity：

曖昧性）と呼ばれ，先行きの予測が困難な時代である。そのような時代において，主体的に課題を

発見・解決することにより，新たなビジョンを創造し，社会を牽引する科学技術系人材を育成するた

めの教育モデルを開発することを目的とする。この目的達成のため， 

①現状を正しく把握した上で適切な課題を「みつける」力 

②不確実で複雑な状況に立ち向かって探究活動を「すすめる」力 

③周囲へ正しく情報を伝えることで，理解と共感とともに得られた成果を社会に「ひろげる」力 

の 3 つを育てるプログラムの開発を行う。それに向けて，3 つの力につながる非認知能力を伸長す

るプログラム構成とその妥当性を検証する評価指標を開発することを目標とする。 

 

 

【令和 5年度実施規模】 

課程（全日制） 

学科 
第 1学年 第 2学年 第 3学年 計 実施規模 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 1 年次の生

徒全員と，2，

3 年次の理

系 。 特 に 人

文・数理探究

類型の生徒

を中心に実

施。 

普通科 320 8 321 8 319 8 960 24 

理系 

(類型以外) 

- - 189 4.5 178 4.5 367 9 

人文・数理 

探究類型 

40 1 40 1 40 1 120 3 

理系 

(類型) 

- - 32 0.5 30 0.5 62 1.5 

(内理系) - - 221 5.5 208 5 429 10.5 

課程ごとの

計 

320 8 321 8 319 8 960 24 
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 理数探究基礎とカリキュラムマネジメント 

 

資料 ≪本校の教育課程≫ 
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Ⅰ
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学

Ⅰ
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国

語
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・
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現

Ⅲ

（４）
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○令和４年度以降入学生の教育課程の特徴 

第１学年「理数探究基礎（１単位）」にて、テーマ設定の手法・実験器具の使い方・誤差の処理・

統計学・成果発表に必要な情報スキルなど、自然科学的な探究手法を身につけるプログラムを実

施した（人文数理探究類型は２単位で実施）。詳細については後述する。 

それに加えて、「公共（２単位）」の中で、憲法判例研究やディベート、ABD（Active Book 

Dialogue）など、社会科学的な探究の手法を学んだ。 

 

次年度は理数探究基礎・公共の双方で学んだスキルを活かし，第２学年「総合的な探究の時間

（２単位）」（特色類型の生徒は学校設定科目「探究（３単位）」にて文理融合のグループ課題研

究を実施する。その際、時間割内に２時間連続で探究活動に取り組む時間を設ける。まとまった時

間を確保することにより、生徒が十分に探究活動に取り組める環境を整える。 

 

さらに研究を進めたい生徒・進路実現に活用したい生徒は、次年度第３学年で開講予定の学校

設定科目「選択探究」を履修し，自身の探究を深化させる。なお、特色類型の生徒は第３学年「人

文・数理探究（１単位）」を必修する。 
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資料 ≪令和５年度理数探究基礎（１単位）シラバス≫ 

 

  

教　　科 理数 科　　目 理数探究基礎 学年・類型 １年全員 履修形態 全員履修 授業時数 １単位

使用教科書

副教材等

学　　期

成績評価方法
各テーマにおける取り組み状況、およびパフォーマンス課題を別添のルーブリックに照らし、観点別に評価をおこなう。
通知表による評価のフィードバックは学年末におこなう。

数研出版「理数探究基礎」

なし

学　　習　　計　　画

単　　元 学　　習　　内　　容 評価規準

学習目標 ２学年で取り組む探究活動にむけて、理科・数学・情報分野から７つのテーマを設定し、３時間ごとの講義および実習をおこなう。

授業の進め
方,学習方法

２学年で取り組む探究活動にむけて、理科・数学・情報分野から７つのテーマを設定し、３時間ごとの講義および実習をおこなう。
それぞれのテーマがミニ探究活動となっており、実践を通じて探究活動の要諦をつかむ。

３学期

Ⅲ．科学の芽と実験計画

１学期

２学期

Ⅰ．テーマの設定

     仮説を立てる

Ⅱ．実験・観察・調査に関する

　   基本操作

③温度の測定

④観察から始まる実験計画

Ⅴ．成果を発表する

Ⅳ．統計学

②密度の測定

・単位とは何か，接頭語と指数表示

・誤差と有効数字，誤差を減らす測定方法の考察

・各種実験器具の使用法，金属・木材の密度測定

①ブレインストーミングの取り組み方

・ブレインストーミングの手法と環境について

・マインドマップをもちいた課題設定と解決方法の模索

・成果発表

・分散と標準偏差・データの相関

・共通性と多様性に着目した植物観察　～花とは何か？～

・生物試料の違いによる酵素活性の定量比較の実験計画作成

・実験計画に沿った実験実施、および実験内容の考察
別添のルーブリックによる

⑦口頭発表スライドのつくり方

・パワーポイントの使い方

・見やすいスライドとはなにか

・実践発表

⑥「データ整理」実習

・データから必要なものを取り出す

・PCをもちいたデータ処理

⑤データの代表値・分散と標準偏差

・データの整理（度数分布・ヒストグラム）

・データの代表値（平均値・中央値・最頻値）
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資料 ≪「公共」において学ぶ探究的内容≫ 

 

 

 
 

 

数学① 数学② 

化学① 化学② 

生物 

情報 

判例研究 ディベート 

ABD プチ論文 PPT 作成 

1年生「公共」による探究的アプローチ 

 

１ 内容 

 理数探究基礎では補えない「文系的探究思考」を養うために、公共で学習する倫理・政治経済の内容を踏まえ 

 つつ、公共 Aの授業にて様々な活動を行う。 

 目標 ２年生で実施する「総合的な探究の時間」において、グループでの調べ学習・論文執筆などが円滑に 

    進むように、公共にてグループ学習の基礎、論文執筆のための技術、本を読む力等を養う 

 １学期 1. 憲法について学習する過程で「判例研究」を行う 

     → 難しく書かれていることを読み解き、まとめる力 / 語彙力 を身につける 

     2. 憲法について学んだうえで、憲法に関する内容で「ディベート」を行う 

     → 1で身につけたまとめる力を使いつつ、議論するために必要な情報収集力を身につける 

 

 夏休み ABD（Active Book Dialogue）の準備 （※ ABDについては別紙参照） 

    → 1学期に身につけたまとめる力を使いつつ、文章を読み込む力 / それを発表する力を身につける 

 

 ２学期 1. ABDの実践（リレー・プレゼン） 

      夏休みで作成した掲示物を使って「世界から貧しさをなくす 30の方法」を協力して読み込む 

     → 本を読むことで得られる知識 / 発表する力 を身につける 

     2. プチ論文の作成 

     「世界から貧しさをなくす 30の方法」を読んで、疑問に思ったことをグループでまとめ 

     それに対する意見等をまとめていく 

     → 探究で必要になってくる、問いの立て方を学び、文章を作成する力 を身につける 

 

 ３学期 SDGsをテーマに、世界へ主張しよう 

     公共で学習したことを踏まえて、SDGsを大テーマとして、グループで問いを立て 

     それに対する意見を企業等へ出せるように PowerPointを作成する 

    → 問いを立てる力 / まとめる力 / 発表する力 の集大成とする 

 

２ イメージ図（※ 2023年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理数探究基礎 

ブレスト 

公共 
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 本校における理数探究基礎の実施形態 

中央教育審議会で新しい学習指導要領が審議された際、文部科学省はカリキュラムマネジメン

トの確立について、次の 3つのポイント（三つの側面）を示している。 

 

①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で、

その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。 

②教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に

基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連の PDCAサイクルを確立すること。 

③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用しなが

ら効果的に組み合わせること。 

（「教育課程企画特別部会 論点整理」より抜粋） 

 

３つのポイントに対応するために、本校では年間２５回の理数探究基礎の授業を 

①外部講師による講演会 と 

②授業担当者によるミニ探究中心のリレー講座 

の組み合わせで構成することとした（年間計画をご参照）。 

 

①の外部講師による講演会では、神戸大学アドミッションセンター特命准教授の進藤明彦先生に

よる講義「科学倫理と探究の進め方」と、本校卒業生２名による講演「次年度の探究活動に向け

て」を受講した。生徒はその中で、探究活動で科学倫理を遵守し、事象を数理モデルで理解するこ

との重要性を学んだ。 

 

②の授業担当者によるリレー講座では、複数教科（理科４名・数学４名・国語１名・外国語１名）の

教員が、以下のテーマで全３回からなるミニ探究形式中心の講座をおこなった。１年生の一般類型

全クラスにおいて「理数探究基礎」を木曜の６限目に設定することにより、計７名の担当者が全クラ

スをローテーションしながら講座を展開できるよう調整した。 

講座番号 テーマ 略称 担当 

講座１ 「効果的なアイディアの出し方」 課題解決 空野（理）/石川（外） 

講座２ 「はかる」 化学① 東田（理） 

講座３ 「反応における温度の測定」 化学② 楠本（理） 

講座４ 「観察から始まる実験計画」 生物 千脇（理） 

講座５ 「データの分析」 統計① 益田（数）/後藤（数） 

/久保田（数）/安藤（数） 講座６ 「データ整理」実習 統計② 

講座７ 「口頭発表スライドのつくり方」 口頭発表 河邑（国） 
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資料 ≪「理数探究基礎」における講座の持ち方イメージ≫ 

 

時間割：木曜６限（ローテーション方式） 

担当者：理科４名・数学４名・情報１名・国語１名 計１０名 

講座別担当者数：講座１・６（２名） 講座２・３・４・５・７（１名） 

 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 ６組 ７組 

Ⅰ期 講座５ 講座２ 講座１ 講座７ 講座５ 講座３ 講座４ 

Ⅱ期 講座４ 講座５ 講座２ 講座１ 講座７ 講座５ 講座３ 

Ⅲ期 講座３ 講座４ 講座５ 講座２ 講座１ 講座７ 講座５ 

Ⅳ期 講座６ 講座３ 講座４ 講座５ 講座２ 講座１ 講座７ 

Ⅴ期 講座７ 講座６ 講座３ 講座４ 講座６ 講座２ 講座１ 

Ⅵ期 講座１ 講座７ 講座６ 講座３ 講座４ 講座６ 講座２ 

Ⅶ期 講座２ 講座１ 講座７ 講座６ 講座３ 講座４ 講座６ 

※８組（特色類型クラス）は木曜５・６限において２単位で独自実施 

→必要に応じて、全クラス合同で講義を受講 

赤字の講座はティームティーチングで実施 

 

参考として、令和５年度に実施した理数探究基礎の年間計画を添付する。昨年度と比較して、担当

者数を増やし、ティームティーチングで実施する講座を拡張させた。また今年度から理系の教員だ

けでなく、国語や外国語の教員を加え、探究活動を学校全体の取り組みへと広げられるよう工夫し

た。 

 

さらに、講座同士のつながりを意識した講座編成をした。具体的には、講座７で口頭スライドの作成

方法を学んだあとに、講座１を配置することで、講座１の実践発表にスムーズに取り組むことができ

るようにした。 

 

また、統計を学ぶ講座５と講座６については、数学教諭が担当した。年度前半に講座５で座学を学

び、年度後半に講座６で実践をおこなった。後半の講座６については、よりきめ細かい指導をおこな

うため、２人体制のティームティーチングで実施した。時間割上で同時展開することにより、このよう

な自由度を確保することができた。 

 

特色類型クラスの理数探究基礎（校内名称「探究入門」・２単位）は、木曜６・７限に実施であった

ため、外部講師による講義「科学倫理と探究の進め方」は特色類型クラスと一般クラスの生徒が同

時に受講した。 

講座はクラス別におこなわれているため、担当者が出張等で不在のときには、別の時間に時間割

変更をすることもでき、３回分の講座を確実に実施するための授業時間を確保できた。  
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資料 ≪実際の「理数探究基礎」年間スケジュール≫ 

  

  

令和５年度　理数探究基礎年間計画

1組 2組 3組 4組 5組 6組 7組

1 4月13日

2 4月20日

3 4月27日

4 6月1日

5 6月8日

6 6月15日

7 6月22日

8 6月29日

9 9月7日

10 9月14日

11 9月21日

12 10月5日

13 10月19日

14 10月26日

15 11月2日

16 11月9日

17 11月30日

18 12月14日
講座３

楠本

口頭発表

河邑

統計②
益田/安藤

化学②

東田

生物

千脇

統計①

久保田

化学①

楠本

19 1月11日

20 1月18日

21 1月25日

22 2月1日

23 2月8日

25 2月9日

Ⅶ

期

化学①

楠本

化学①

楠本

統計①

久保田

生物

千脇

化学②

東田

統計②
益田/安藤

口頭発表

河邑

課題解決

石川/空野

統計①

久保田

生物

千脇

化学②

東田
統計②
益田/安藤

口頭発表

河邑
課題解決
石川/空野

化学②

東田

統計①

益田

口頭発表

河邑

課題解決
石川/空野

化学①

楠本

統計①

後藤

＜特別講義＞卒業生２名「次年度の探究活動に向けて」

生物

千脇

化学②

東田

統計①

益田

口頭発表

河邑

課題解決
石川/空野

化学①

楠本

統計①

後藤

冬季休業

３

　

学

　

期

Ⅵ

期

口頭発表

河邑

Ⅴ

期

口頭発表

河邑

統計②
益田/安藤

化学②

東田

生物

千脇

統計①

久保田

化学①

楠本

課題解決
石川/空野

課題解決
石川/空野

口頭発表

河邑

統計①

益田

Ⅳ

期

統計②
益田/安藤

化学②

東田

生物

千脇

統計①

後藤

化学①

楠本
課題解決
石川/空野

夏季休業

Ⅲ

期

化学②

東田

生物

千脇

統計①

後藤

化学①

楠本

Ⅱ

期

生物

千脇

学

期
期 回 日　程

担当者

１

　

学

　

期

Ⅰ

期

オリエンテーション

＜特別講義＞進藤先生「科学倫理と探究の進め方」
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 理数探究基礎を導入したメリット 

 

本校が、全学年で取り組む理数探究基礎を導入して、今年で２年目を迎える。同じように探究活

動の計画に試行錯誤をされている学校に向けて、本科目を上述の形式で実施することで実感でき

たメリットを紹介したい。 

 

メリット１ 教科書を活用できる 

総合的な探究の時間とは異なり、理数探究基礎には授業で使用できる教科書が発行されてい

る。探究活動においてありがちな悩みとして、「方法論が定まらず自信をもって指導しにくい」という

点があげられる。生徒の設定した探究テーマの内容に応じて、担当者に求められる支援は多岐に

わたる。その多様性が探究活動の魅力である半面、毎年生徒に合わせてゼロから手探りの指導を

続けていくことに不安を感じている先生方も多いのではないだろうか。 

事前教育として理数探究基礎を設定することで、教科書を活用して学びの一部を標準化するこ

とができる。探究の指導においては、個々の活動内容は異なれども、最終的に生徒に身につけてほ

しい資質・能力は、ある程度共通している部分も多い。その共通部分を漏れなく効率的に指導でき

るのは大きな利点である。また指導する分野を、担当を決めて絞りこむことで、教師側も少ない負担

感で自信をもって指導に望むことができた。 

 

メリット２ ５段階による評価ができる 

 理数探究基礎は、「各学科に共通する教科（共通教科）」に位置づけられ、他教科と同じように観

点別評価と５段階評定による評価ができる。 

総合的な探究の時間は、指導要録上では文章によって評価することになっている。生徒の人数分

の評価を準備するのはそれなりの困難が伴う。また文章による評価は、学びの実態を定量的に把握

することには適しない。それに比べて理数探究基礎では、観点別評価や５段階評定を導入できるた

め、生徒の学習改善・教師の指導改善に活かしやすい。この点については、昨年度の評価を分析し

た結果を後ほど紹介したい。 

 

メリット３ 活きた知識・技能を経験から学ぶことができる 

 探究活動では、生徒が自発的かつ能動的に知識・技能を獲得していくことが望まれる。本校では、

その支援のために、座学ではなくミニ探究形式の講座を設定することにした。高校生の探究活動に

おいては、実験の条件づけは甘くなり、仮説や主張の根拠が弱くなりがちである。これらは経験不足

によるところも大きいと考えられる。そこで準備段階にあたる本科目では、ミニ探究を通じた経験か

らの学びを中心にすえることにした。事後アンケートによると、生徒にとっても「本格的な探究活動に

入る前に、必要な知識を身につけられた」と感じられる内容であったことがうかがわれる。（後述：

「生徒の振り返り」ご参照）。 
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 各講座の実施内容 

講座は、＜探究テーマの設定について＞、＜理科の見方・考え方について＞、＜数学的な見方・考え

方について＞、＜情報機器を活用した成果発表について＞に大別される。実施期間中、担当者打ち

合わせを重ねて、お互いの講座内容を共有しながら年間のプログラムを作り上げた。 

以下では、それぞれの講座における実施内容を詳述する。 

 

 

＜オリエンテーション＞ 

オリエンテーションとして、全体講義の形式で「これからの時代において探究活動を経験しているこ

とが重要になる理由を生徒に説明した。 

 

資料 ≪オリエンテーションにおける説明資料≫ 
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＜探究テーマの設定について＞ 

講座１：「効果的なアイディアの出し方」 

〇ねらい 

・課題解決型のミニ探究活動を通じて、探究のテーマ設定の具体的な方法や、問題の解決に創造

性が果たす役割を学ぶ。 

〇内容 

第１回「ブレインストーミングで可能性を探れ」 

ブレインストーミングにおけるグループ内コミュニケーションの在り方、マインドマップの作成方法

を学ぶ。基礎的な手法を学んだ後に、実際にグループに分かれて決められたテーマでブレインス

トーミングとマインドマップ作成を経験する。 

第２回「筆箱をめぐる冒険」 

新しい筆箱を開発するというテーマで、①パートナーへの「共感」、②問題点の「定義」、③問題

解決法の「考察」、④プロトタイプの「試作」、⑤解決法の「検証」という課題解決型探究の一連

のプロセスを経験する。 

第３回「発表」 

「新しい文化祭企画をデザインする」というテーマに基づいて、実際に作成した試作品とパワーポ

イントを用いたグループ発表をおこなう。スライド作成においては、１人１台端末を利用して

Office365 の共有機能を用いて、共同作業で作成する。第１回および第２回において学んだ知

識・技能を応用できているかどうかを相互評価し、本講座における学びを振り返る。 

 

講座１に取り組む生徒の様子 
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理数探究基礎 学習指導案 

兵庫県立長田高等学校 

指導者 空野 智裕 

石川 千瑳 

学年・教科     第１学年（１組～７組）・理数探究基礎 

テーマ     「効果的なアイディアの出し方‐創造性を高めるブレインストーミングについて‐」 

単元構成      第 1講時：ブレインストーミングで可能性を探れ HOP 

          第 2講時：「ふでばこ」をめぐる冒険 STEP 

          第 3講時：発表「新しい文化祭企画をデザインしよう」JUMP 

 

 

指導の計画（全 3時間） 

時 主な活動内容 指導上の留意点 

１ 

HOP 

・ブレインストーミングの基本について学

ぶ 

・班でブレインストーミングを行う 

（テーマ：長田高校での経験） 

 

 

 

 

・ブレインストーミングを行う際のルールに

ついて確認する。ブレインストーミング時に

は、生徒に心理的な安全性を確保するこ

との大切さについて理解させる 

・生徒がブレインストーミングを行う際に

は、立って行っているか、全員がペンを持

っているかなどを確認する 

 

２ 

STEP 

・新しい「ふでばこ」をデザインする 

既存の筆箱に対する問題点を挙げたうえ

で、それを解決できるような新たな筆箱を

考える 

・ブレインストーミングによって出たアイデ

ィアに基づいて、筆箱の試作品を作る 

・それぞれの試作品に対して、検証を行う 

・課題解決型探究のプロセスについて学

ぶ 

 

・時間配分に気を付ける（筆箱のデザイン

についてのブレインストーミングの時間を

長めにとる。それに対して試作品を作る時

間は短めに設定する）             

・課題解決型探究と基礎研究型探究のプ

ロセスの共通点と相違点について理解さ

せる 

 

３ 

JUMP 

・「新しい文化祭企画をデザインしよう」の

テーマに沿った班ごとの企画の提案を行

う 

・相互評価・自己評価を行う 

 

・生徒に前向きなフィードバックを与える 
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各時間の展開 

 

第 1講時： ブレインストーミングで可能性を探れ HOP 

時(分) 学習活動 教師の指導・支援 

5 心理的ウォームアップ 

全 3回の講義の内容についての確認 

・全 3回の講義のそれぞれの目標と活動

内容について確認させる 

10 ブレインストーミングについて学ぶ 

 

 

 

・ブレインストーミングのルール（テーマ設

定・実施時間・人数・ペース）について確

認する 

・以下は特に強調するべきルール 

1. ブレインストーミングは立って行うべし 

2. 全員がペンを持つべし 

3. 心理的な安全性を確保する 

5 アイディア出しの練習 

１回目：相手のアイディアを「ええやん、

でも (yes, but)」でつなぐ 

２回目：相手のアイディアを「ええやん、

ほんで (yes, and)」でつなぐ 

 

 

・異なる方法で、アイディア出しをした時

の、それぞれの感じ方や、アイディアの出

方について生徒に比較させる 

・アイディア出しの際には「ええやん、ほん

で（yes, and）」で繋ぎ、相手の考えに自

分の考えを足すことで、飛躍したアイディ

アが生まれることを認識させる 

 

10 マインドマップについて学ぶ 

 

 

 

 

 

・ブレインストーミングで使うツールである

マインドマップの紹介 

・黒板に「SF小説」をテーマにしたマイン

ドマップを作製する 

・生徒を指名して、SF小説を作る際に必

要となる要素についてマインドマップを作

りながら一緒に確認する 

 

10 班ごとにマインドマップを作ってブレイン

ストーミングを行う 

テーマ：長田高校での経験 

 

・「長田高校での経験」をテーマに班ごと

にマインドマップを作らせる 

・ブレインストーミングをする際のルールを

生徒に確認させてから行わせる 

5 

 

 

ブレインストーミングで出たアイディアを

見直して整理する 

 

・生徒に写真を撮らせたり、ほかの班と比

較させたりして、出たアイディアを見直させ

る 
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5 本時の振り返りと次時の確認をする ・本時で学んだことを振り返らせ、次回の

授業のテーマを発表する 

・次回は「新しいふでばこをデザインする」

をテーマに筆箱の試作品を作成するた

め、準備物の確認を丁寧に行う 

 

 

第２講時： 「ふでばこ」をめぐる冒険 STEP 

時(分) 学習活動 教師の指導・支援 

２ 本時のテーマ・目標の確認 

「新しいふでばこについて考える」 

 

 

5 共感 班で現在の筆箱の課題を出し合

う 

・１班を２つのグループに分けて、相手の

グループの現在の筆箱に対して抱いてい

る不満を聞き出させる 

 

5 定義 筆箱の目的を考える 

 

・筆箱を「記録を残すための道具を運ぶ

ための新しいデバイス」と再定義して、既

存のものとは異なる筆箱の可能性につい

て言及する 

・共感の際に聞き出した相手グループの

不満の中から 1つ選ばせて、「筆箱の抱

える問題」を明確な言葉にして定義させる 

 

13 考察 定義した課題を解決する方法に

ついてそれぞれのグループでブレインス

トーミングをして新たな筆箱のデザイン

を考える 

・パートナーのニーズを満たすような新た

な筆箱を考案させる 

・ブレインストーミングをする際のルールを

生徒に再確認させてから行わせる 

・フレインストーミングの終盤には絵を描か

くように促すと、生徒はスムーズに試作品

作りに取り掛かることができる 

10 試作 ブレインストーミングで出たアイデ

ィアをもとに実際に試作品を作る 

・短い時間で試作品を作ることの大切さ

を伝える 

・「全体的なコンセプト」を示すものを作る

ように伝える（試作品段階のため実際に

使えるものでなくて良い） 
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5 検証 班内でそれぞれの試作品を見せ

て、フィードバックを得る 

・試作のプロセスはできるだけ早く回すこ

との大切さについて伝える 

5 課題解決型探究と基礎研究型探究の

プロセスについて学ぶ 

・課題解決型探究のプロセス 

共感→定義→考察 

→試作→検証→共感 

・基礎研究型探究のプロセス 

先行研究の深堀り→定義→考察 

→予備実験→検証→先行研究の深堀り 

・両者の共通点と相違点について確認す

る 

5 本時の振り返りと最終回に向けた課題

の確認を行う 

・次回の授業での発表内容について知ら

せる 

テーマ 

「新しい文化祭企画をデザインしよう」 

・評価の観点について説明する 

 

 

第 3講時：発表 (新しい文化祭企画をデザインしよう) JUMP 

時(分) 学習活動 教師の指導・支援 

35 班ごとの発表を行う ・各班の発表に対して前向きなフィードバ

ックを与える 

 

10 相互評価と自己評価を行わせる ・事前にクラスルームに送信しておいた評

価フォームを使って生徒に評価させる 

 

5 本時の振り返りを行う  
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資料 ≪授業で使用したスライド（第１回）≫ 
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資料 ≪授業で使用したスライド（第２回）≫ 
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第２回の授業に取り組む生徒の様子 
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資料 ≪生徒が作成した発表スライド≫ 
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資料 ≪講座１における生徒の事後評価アンケート≫ 

〇質問項目：３回の講義を通じてあなたにとって学びになったことを教えてください。 

ディスカッションの方法。実際に、この講義を受けたあとに文化祭スタッフの会議があったので試

してみたら、普段行う会議よりも議論が活発でより魅力的なアイディアがたくさん出た。私は、この

ほかにも体育祭スタッフや生徒会にも所属しており、部長でもあるため今後いろいろな話し合い

の場が増えると思う。そのときに、この講義で学んだ方法を使用して効果的かつ効率的に回して

いけるようになりたい。 

課題の決め方がよく分からなかったので、ブレインストーミングを有効に使ってアイディアを出す

方法を学べたのが良かったです。1 週間で班のアイディアをまとめてプレゼンを作るのは大変だ

ったけど、色々話し合い、協力して 1つのものを作れたのも学びになりました。 

今まで、グループの中で意見を出し合ったり考えたりするのが苦手で、自分の意見が「どう思わ

れるだろう｣と考えたりしてしまって意見を出すことがあまりできませんでしたが、講義を通じてとり

あえず自分の考えを言語化して相手に伝えることが大切だと分かりました。また、企画案を班で

考えるときに一人が出したアイディアがどんどん木の枝のように広がっていき、企画が形になって

きたときにはとても達成感がありました。 

自由な発想というのは言われれば言われるほど難しく、考えが凝り固まってしまいがちな私です

が、今回の講義の中でその難しさを楽しさに変えることができた瞬間がたくさんありました。特に

それを感じられたのが、相手の発言に対して肯定し、話をふくらませるというアクティビティのとき

です。何を言ってもいい、自由で笑顔の空間の中で、普段の自分なら思いつかないことや思いつ

いても言えないことをポンポンと言えました。言っていることは支離滅裂で内容も整理されていま

せんが、自由な発想という面で自分にとって大きな成長ができたと思います。今回知れた自分の

新たな範囲を探究活動、または日常生活にも応用できればと思っています。少しありえないよう

な発言でもその一端から話が広がり、新しいアイディアを思いついたりもします。自分が友達の

意見を聞く時の態度についても、今回の学びをしっかりと取り入れていきたいと思います。 

頭の中でこれは無理やろと勝手に抑制していたアイディアも一旦言ってみるということが大切だ

と学びました。面白いアイディアを出すには、たくさんの人の意見を聞き、それを組み合わせること

によって新しいアイディアが生まれることに気づきました。案外、一度意見を言ってみると、ポンポ

ン出てくるものだなと思いました。 

私がこの 3 回の講義を通じて、アイディアの出し方について学びました。今まではアイディアを出

す時どうしても言いにくい雰囲気やこれは違うな…と自分の中で決めつけて誰にも知られないま

ま死んでしまったアイディアがたくさんありました。でも、とにかくアイディアを出してみる、どんなア

イディアでも「肯定する」という方法を取ることで、言いやすい雰囲気ができるし、「こんなアイディ

ア…」と感じにくくなるし、何より「肯定してもらえる」という安心感があり、誰にも知られないまま

死んでしまうアイディアが少なくなるのではないかと思いました。 

また、量の面でアイディアを多く得ることができるようになるので、思わぬアイディアと結びつけた

り、新たな発想が生まれるきっかけにも繋がるのではないかと感じました。 
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〇質問項目：２年生から始まる探究活動の中で、今回の学びをどのように生かしていきたいですか。 

私たち生徒でもここまで内容のある企画を考えられることにすごく自信を持ちました。 

探究活動のなかで、失敗しても繰り返し繰り返し試行錯誤していき、成功におさめるというサイク

ルを意識したいと思いました。 

また、文化祭企画の発表を聞いて、どれだけ明確に問題点を見つけることができるのかがとても

重要だと思ったので、探究していくなかで意識しようと思いました。 

グループワークをする中で、全員で話し合うことと、役割分担を上手く行うこと、その二つを意識

的に行うことが大切だと感じました。初めに、全員で意見を述べ合うことで、それぞれで考えるよ

りもより良く、より練られたアイディアが生まれ、少ない時間でまとめることができました。その後、

グループ内で、発表する班とスライドを製作する班に分かれ、それぞれで作業を行うことで、情報

が錯綜することなく有効的に進めることができました。はじめから分かれるのではなく、順序だて

て進めていくことで、効率的に作業出来たと思います。今後も、このことを意識して、探究活動に

生かしていけたらと思います。 

私は今回の学びを生かしてアイディアの結びつけや他の人が思いつかないような視点からの探

究をしたいと思います。班の人たちと協力してたくさんのアイディアを出せばひとつひとつはあり

ふれたものであっても結びつけることで探究することへの価値？を見いだせたり、意外な発想が

今までなかった視点から物事をみることに繋がると思います。探究は誰でも思いつくようなこと、

調べてわかってしまうものでは、やはり面白く無くなってしまうので、今回学んだアイディアの使い

方を活用して、より良い探究、より興味が湧くような探究をしたいです。また、出したけどその時に

は使わなかったアイディアはメモしておくことで他の探究の時に使えたり、自分の引き出しを増や

すことにも繋がるのではないかと感じます。 

現在、世界で問題になっていることやよく話題になることからだけではなく、身近に潜んでいる

様々なことから問題を見つけ出してもいいことを忘れずに活動したいです。また、授業だからとい

ってかたく面白みのないアイディアばかりにならずに、柔軟で、かつ自分の興味がある分野につ

いて探究したいです。今回の色々な班のプレゼンで学んだことも忘れないようにします。 

来年度からの「総合的な探究の時間」では、班活動の中で、多岐にわたって話し合いをする場面

が多くあると思います。それらの話し合いは、今回の講義の中で体験したようなことよりも、限られ

た時間の中で、より内容のあるものであることが求められます。その中で、今回学んだ、相手の意

見を積極的に肯定するということを使って、班の中で互いの意見を共有し、よりクリエイティブな

アイディアを出すということに生かしたいです。また、個人的な性格として、全てのことにこだわりす

ぎてしまうということがあるので、今回学んだように、試作品にはこだわりすぎず、より多くの成功

と失敗を繰り返し、独創的な発想を生み出したいです。 

仲間とグループでアイディアを出す時、自分のアイディアをどれだけ絞り出しても、それはあくまで

自分にとってのマストで、必ず他の仲間の意見に耳を傾けると改善点が見つかって、より洗練さ

れていくものだと学んだので、グループワークなどでは、全員がまずは積極的に案を数出すこと

で、仲間同士で良い影響を与えることが出来ると思うので意識していきたいです。 
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＜理科の見方・考え方について＞ 

講座２：「はかる」 

○ねらい 

・実験・観察における測定値、有効数字のもつ意味を理解させる。 

・実際に質量および長さを測定させ測定値の処理の仕方及び、結果を求める流れを考えさせる。 

・目の前で起こっている変化を観察させ、なぜそれが起こるのかを考えさる。 

〇内容 

第１回「測定値、有効数字、単位を理解する」 

実験・観察で使用する装置・器具を紹介するとともに、測定値のもつ意味を理解させる。また、測

定値を有効数字の考えを用いて処理する方法を学ばせる。 

 

第２回「金属ワッシャーの密度をもとめる」  

密度の定義から何を測定しなければならないかを考え、発表させる。その後、アナログの測定

器具（四重ビームスケール計量天びん、ノギス）の使い方を説明する。質量、長さを測定後、有効

数字を考慮に入れて密度を求めさせる。そのレポートにまとめさせる。 

 

第３回「ポップコーンができる原理を考えさせると同時に、コーン 1 個から飛び出した水分子の個

数を求める」  

最初に乾燥コーンと加熱してできたポップコーンの質量変化を予測させる。その後電子天秤

を用いてそれぞれの質量を測定させる。次に液体のエーテル入っている空気を抜いた密閉袋

お湯をかけた時の様子を演示し、ポップコーンできる原理のヒントとする。 

ここまで学習してきた有効数字の処理の方法を使って、飛び出した水分子の数を求めると同

時に原理をレポートにまとめさせる。 

 

 

資料 ≪講座２の概要≫ 

実験・観察に関する基本操作 「はかる」 

 

１時間目「測定値，有効数字，単位を理解する」 

使用教材：「理数探究基礎（数研出版）」 

・実験・観察で使用する装置・器具を紹介するとともに、測定値のもつ意味を理解させる。 

・測定値を有効数字の考えを用いて処理する方法を理解させる。 

    ・SI基本単位をもとに国際単位系(SI)と SI接頭語を理解させる。 

 



29 
 

２時間目「金属ワッシャーの密度をもとめる」  

評価の観点【思考，判断，表現】 

密度の定義から何を測定しなければならないかを考え、発表させる。質量、長さを測定後、有

効数字を考慮に入れて密度を求めさせる。その結果をレポートにまとめさせる。 

 

［準備］ 

   金属ワッシャー 四重ビームスケール計量天びん、ノギス 

 

ノギス                四重ビームスケール計量天びん 

 

第３回「ポップコーンができる原理を考えさせると同時に、コーン 1 個から飛び出した水分子の個

数を求める」 

評価の観点【思考，判断，表現】【主体的学び】 

乾燥コーンと加熱してできたポップコーンの質量の変化量、ポップコーンが生じたときの様子。液

体のエーテル入っている空気を抜いた密閉袋にお湯をかけた時の様子からポップコーンできる原

理を考え、ポップコーンになる際に飛び出した水分子数を求めさせる。 

 

［準備］ 

  ポップコーン用トウモロコシ、300mlビーカー(2)、軍手、バーナー、三脚、金網、電子天秤  

 

［操作の手順，考え方のヒント］ 

 物質量を学習していない時期は、「水 18ｇの中に 6.0×1023個の水分子が含まれている。」を与

える。  
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● 生徒レポート 

２時間目「金属ワッシャーの密度をもとめる」 
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３間目「ポップコーンができる原理を考えさせると同時に、コーン 1 個から飛び出した水分子の個

数を求める」  
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講座３：「反応における温度の測定」 

〇ねらい 

・溶解反応・中和反応の温度変化を測定することによって、得られたデータからどのようにグラフ化

するか、またグラフをどのように理解するべきなのかを学ぶ。また、得られた結果より、行っていない

反応の温度変化の予測を行った後、実験することにより予測の検証を行う。 

〇内容 

第１回「反応に伴う温度の測定について」 

物質の溶解によって温度が上昇、および下降することを身近な反応で考え、実験においてどのよ

うに温度測定をするべきかを学ぶ。実験データのグラフ化にはどのような意味があるのかを踏ま

えてグラフを用いた熱補正の方法を学ぶ。また、実験で扱う水酸化ナトリウムの潮解性の観察を

行う。 

第２回「溶解反応、中和反応における温度変化の測定」 

一定量の固体の水酸化ナトリウムを①純水、②塩酸に溶解させ、それぞれの実験において溶液

の温度変化を測定する。最後に２つの実験の温度変化の違いが、何によって生じているのかを考

察する。 

第３回「水溶液どうしの反応における温度変化の測定」 

水酸化ナトリウム水溶液と塩酸を混合し溶液の温度変化を測定するが、実験を行う前に、前回の

２つの実験結果からどれくらいの温度変化になるかを班単位で議論したうえで予測し、その後に

測定を行う。最後に予測と得られた結果の違いについて評価・考察する。 

この回のポイントは「前回の①、②の反応より中和反応のみの温度変化が評価できる。」、                

「水溶液の体積が前回のおおよそ倍になっていることを踏まえ温度変化が予測できる」という２

点である。 

 

○ 前年度との変更点    

この講座の実験内容は基本的に前年度と変化していないが、評価方法の変更を行っている。大き

な違いは以下の２点である。 

① 実験レポートを個人での提出ではなく、班での提出とした。 

昨年度同じ班の班員の考察を写すものも見受けられたので、班全体で考えながら考察をする

ように指導した。 

②  評価基準を細分化した。 

昨年度はレポートの出来という大きいくくりで二つの観点を評価したが、評価基準のばらつき

が問題となるので、今年度は以下のように細分化したうえで点数化することにより評価した。 

思考「熱補正の問いに対する解答」「グラフの書き方」「NaOHの質量の補正処理」「最終回

の予測」「考察内容」 

主体性「出席状況・態度」「レポートの提出」「測定の正確さ」 
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講座４：「観察から始まる実験計画」 

〇ねらい：生物分野に関して、マクロな面とミクロな面の両面から自然科学を探究するために必要

な力を学ぶ。具体的には植物観察を通して観察眼を、酵素実験を通して実験計画の立て方を体験

する。 

〇内容 

第 1回「季節の植物の観察」 

季節の植物（主に草本）を 2～3 種類使い、各植物の特徴などを観察する。特に生殖器官（花）

の部位に着目し、解剖しながら植物の共通性と多様性をつかむ。最後に観察した内容と、観察

を通して生じた疑問について調べたことを各自でレポートする。 

第 2回「酵素実験の予備実験および研究計画」 

牛のレバーを使い、酵素カタラーゼの基本的な実験を行い、必要な器具や実験手順などを学ば

せる。その後、生物試料を各班で考え、カタラーゼの酵素活性の比較実験に関する実験計画を

立てる。その際、条件が複数にならないように目的を立て、そのために必要な実験器具、実験方

法を考え、各班でレポートする。 

第 3回「酵素実験」 

各班の実験計画にそって、実験を実施する。その後、結果と考察を混同しないように各自でレポ

ートする。 
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資料 ≪講座４における生徒レポート≫
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資料 ≪講座４における生徒レポート≫
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資料 ≪講座４における生徒レポート≫
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資料 ≪講座４における生徒レポート≫
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資料 ≪講座４における生徒レポート≫
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資料 ≪講座４における生徒レポート≫ 
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＜数学的な見方・考え方について＞ 

講座５：「データの分析」 

〇ねらい 

・データから様々な代表値を求める。その代表値からわかるデータの本質に迫ることでデータの取

り方の大切さを学ばせる。 

〇内容 

第１回「分散・標準偏差」 

分散・標準偏差を学ぶことでデータの全体像を掴む。分散を学ぶことで、データの散らばり具合

を他の集団と比べるために用い、標準偏差は、データの散らばり具合を他の計算に用いる。 

第２回「相関係数」 

２つ以上のデータの相関関係を調べることで、どれだけそれらのデータが類似しているのかを数

値で表し理解をする。ただし、外れ値の影響を受けやすい事も伝える。 

第３回「まとめ」 

第２回までの理解度を確かめるための小テストを実施する。 

 

講座６：「データ整理」実習 

〇ねらい 

・講座５で学んだ内容をもとに、実際のデータを用いて相関関係などを調べる。 

第１回「グループワーク①」 

40人を8班に分け、クラス内で調べたいテーマを決める。このとき、忖度などがないようにテーマ

を全体に伝えないようにする。 

そのテーマに沿った質問（性別など個人が特定されるものや、傷つける内容を省く）を 4つ考え、

Google Formsでクラス全員に答えてもらう。 

第２回「グループワーク②」 

前回のアンケート結果を個人が特定されないように加工して、各班に配布し、それらをもとに相関

関係などを調べる。第 3回での発表の準備を行う。 

第３回「発表」 

「テーマについて」、「結果について」、「反省について」の３つの内容を発表する。それらの評価を

生徒自身に行わせる。評価は「テーマについて」、「結果について」は３段階、「反省」は５段階と

した。「反省」として、多くの班が思い通りの結果を導くことができなかったと答えていたが、それ

が狙いであった。 

実際にあったテーマの例として、「クラスの理想の時間割」がある。クラスの好きな教科、苦手な教

科や、好きな時間帯や嫌いな時間帯などを調べ、全員が有意義に過ごせる時間割を作成してい

た。 
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の
分
散
 

=
 𝒙

𝟐
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
 
−
 𝒙
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

 𝟐

 

例
2

 
下
の
テ
ス
ト

A
の
得
点
を

𝑥
（
点
）
と
す
る
。
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
の
標
準
偏
差

𝑠 𝑥
を
求
め
よ
。

 

テ
ス
ト

A
：

1
 

1
 

2
 2

 3
 

3
 3

 4
 4

 
5

 5
 5

 6
 

6
 7

 7
 8

 
9

 9
 1

0
 

練
習
2

 
下
の
テ
ス
ト

B
の
得
点
の
デ
ー
タ
の
分
散
と
標
準
偏
差
を
求
め
よ
。

 

テ
ス
ト

B
：

3
 

3
 

3
 4

 4
 

4
 

5
 5

 5
 5

 
5

 5
 5

 6
 

6
 6

 6
 6

 
7

 7
 

𝑠
2

=
1

.4
 

,𝑠
=

1
.2
 
点

  

B
 
変
量
の
変
換

 

デ
ー
タ
の
各
値
に
一
斉
に
同
じ
数
を
加
え
た
り
、
一
斉
に
同
じ
数
を
掛
け
た
と
き
、
平
均
値
、
分
散
、
標
準
偏
差
が

 

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
考
え
る
。

 

変
量

𝑥
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
、

𝑛
個
の
値

𝑥
1

 ,
𝑥

2
 

,⋯
,𝑥

𝑛
で
あ
る
と
し
、

𝑥
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
を

𝑥
、
分
散
を

𝑠 𝑥
2
、 

標
準
偏
差
を

𝑠 𝑥
と
す
る
。

 

𝑎
 

,𝑏
を
定
数
と
し
て
、
式

𝑦
=

𝑎
𝑥

+
𝑏
で
新
た
な
変
量

𝑦
を
作
る
。

 

こ
の
と
き
、

𝑦
の
デ
ー
タ
は
次
の

𝑛
個
の
値
で
あ
る
。

 

𝑦
1

=
𝑎
𝑥

1
+
𝑏

 
,𝑦

2
=

𝑎
𝑥

2
+
𝑏

 
,⋯

,𝑦
𝑛

=
𝑎
𝑥
𝑛

+
𝑏

 

変
量

𝑦
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

𝑦
は

 

𝑦
=

1 𝑛
 𝑦

1
+
𝑦

2
+
⋯

+
𝑦 𝑛
 

=
1 𝑛
  
𝑎
𝑥

1
+
𝑏
 

+
 𝑎

𝑥
2

+
𝑏
 

+
⋯

+
 𝑎

𝑥
𝑛

+
𝑏
  

 

=
1 𝑛
 𝑎
 𝑥

1
+
𝑥

2
+
⋯

+
𝑥
𝑛
 

+
𝑛
𝑏
 

=
𝑎
∙1 𝑛

 𝑥
1

+
𝑥

2
+
⋯

+
𝑥
𝑛
 

+
b

 

よ
っ
て
、

𝑦
=

𝑎
𝑥

+
𝑏

 

ま
た
、

𝑦
𝑘
−
𝑦

=
𝑎
𝑥
𝑘

+
𝑏
−
 𝑎

𝑥
+
𝑏
 

=
𝑎
 𝑥

𝑘
−
𝑥
 で

あ
る
こ
と
か
ら
、
変
量

𝑦
の
デ
ー
タ
の
分
散

𝑠 𝑦
2
は

 

𝑠 𝑦
2

=
1 𝑛
  
𝑦

1
−
𝑦
 2

+
 𝑦

2
−
𝑦
 2

+
⋯

+
 𝑦

𝑛
−
𝑦
 2
  

=
1 𝑛
 𝑎

2
 𝑥

1
−
𝑥
 2

+
𝑎

2
 𝑥

2
−
𝑥
 2

+
⋯

+
𝑎

2
 𝑥

𝑛
−
𝑥
 2
 

=
𝑎

2
∙1 𝑛

  
𝑥

1
−
𝑥
 2

+
 𝑥

2
−
𝑥
 2

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
 2
  

よ
っ
て
、

𝑠 𝑦
2

=
𝑎

2
𝑠 𝑥

2
 

し
た
が
っ
て
、
変
量

𝑦
の
デ
ー
タ
の
標
準
偏
差

𝑠 𝑦
は
、

𝑠 𝑦
=

 𝑎
 𝑠

𝑥
 

変
量
の
変
換

 

𝑎
 

,𝑏
は
定
数
と
す
る
。
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
か
ら

𝑦
=

𝑎
𝑥

+
𝑏
に
よ
っ
て
新
し
い
変
量

𝑦
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
と
き
、

𝑥
 

,𝑦
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
を

𝑥
 

,𝑦
、
分
散
を

𝑠 𝑥
2

 ,
𝑠 𝑦

2
、
標
準
偏
差
を

𝑠 𝑥
 

,𝑠
𝑦
と
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
成
り
立
つ
。

 

𝒚
=

𝒂
𝒙

+
𝒃

,
𝒔
𝒚𝟐

=
𝒂
𝟐
𝒔 𝒙𝟐

 ,
𝒔
𝒚

=
 𝒂
 𝒔

𝒙
 

デ
ー
タ
の
各
値
に
一
斉
に

𝑏
を
加
え
る
と
、
デ
ー
タ
の
各
値
も
平
均
値
も

𝑏
だ
け
増
加
す
る
か
ら
、
デ
ー
タ
の
各
値

 

か
ら
平
均
値
を
引
い
た
差
、
す
な
わ
ち
偏
差
は
変
わ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
分
散
と
標
準
偏
差
は
変
わ
ら
な
い
。

 

ま
た
、
デ
ー
タ
の
各
値
に
一
斉
に

𝑎
を
掛
け
る
と
、
デ
ー
タ
の
各
値
も
平
均
値
も

𝑎
倍
に
な
る
か
ら
、
デ
ー
タ
の
各
値

の
偏
差
も

𝑎
倍
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
散
は

𝑎
2
倍
に
な
り
、
標
準
偏
差
は

 𝑎
 倍

に
な
る
。

 

例
3

 
あ
る
ク
ラ
ス
の
生
徒
を
対
象
に

5
0
点
満
点
の
試
験
を
行
い
、
採
点
し
た
と
こ
ろ
、
平
均
値
は

3
7
点
、
分
散
は

 

2
5
で
あ
っ
た
。

 

 1
  
生
徒
全
員
の
得
点
に

1
0
点
を
加
え
る
と
、
平
均
値
と
分
散
は
ど
う
な
る
か
。

 

 2
  
生
徒
全
員
の
得
点
を

2
倍
す
る
と
、
平
均
値
と
分
散
は
ど
う
な
る
か
。

 

練
習
3

 
あ
る
都
市
の
日
ご
と
に
最
高
気
温
を
摂
氏
度

 ℃
 で

計
測
し
、

2
0
日
分
の
デ
ー
タ
を
得
た
。
そ
の
平
均
値
は

1
5

.0
℃
、
分
散
は

9
.0
で
あ
っ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
華
氏
度

 ℉
 に

変
更
し
た
と
き
の
、
平
均
値
、
分
散
、
標
準
偏
差
を
求

め
よ
。
た
だ
し
、
摂
氏
度
が

𝑥
℃
の
と
き
の
華
氏
度
を

𝑦
℉
と
す
る
と
、

𝑥
と

𝑦
に
は
次
の
関
係
が
あ
る
。

 

𝑦
=

1
.8
𝑥

+
3

2
 

平
均
値

5
9

.0
℉

 ,
分
散

2
9

.1
6

 
,標

準
偏
差

5
.4
℉

  

例
4

 
5
人
の
身
長

𝑥
 c

m
 の

デ
ー
タ

1
7

6
 

1
7

0
 1

6
7

 
1

7
9

 
1

6
8
が
あ
る
。

𝑥
0

=
1

7
0
と
し
て
、
新
た
な
変
量

𝑢
を

 

𝑢
=

𝑥
−
𝑥

0
と
定
め
た
と
き
、
平
均
値

𝑥
と
分
散

𝑠 𝑥
2
を
求
め
よ
。

 

 

練
習
4

 
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
が

7
5

0
 

7
4

0
 7

2
0

 7
7

0
 7

5
0

 7
4

0
で
あ
る
。
い
ま
、

𝑐
=

1
0

 
,𝑥

0
=

7
4

0
と
す
る
。

 

ま
た
、
変
量

𝑢
=

𝑥
−
𝑥

0

𝑐
と
す
る
。

 

 1
  
変
量

𝑢
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
を
求
め
よ
。

 

 2
  
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
を
求
め
よ
。

 

 1
  
𝑢

=
0

.6
,𝑠

𝑢
=

1
.5

 
 2
  
𝑥

=
7

4
5

 
,𝑠

𝑥
=

1
5

 
 

資
料

 ≪
講
座
５
で
使
用
し
た
レ
ジ
ュ
メ
≫
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  理
数
探
究

 
数
学

 
第
２
回

 
１
年

 
 
組

 
 
番

 
 
氏
名
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

2
 

2
つ
の
変
量
の
間
の
関
係

 

気
温
と
商
品
需
要
の
関
係
、
国
語
と
英
語
の
成
績
の
関
係
な
ど
、

2
つ
の
変
量
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
た
い
こ

 

と
が
あ
る
。
こ
こ
で
学
ぶ
相
関
関
係
と
は
、
量
的
デ
ー
タ
を
と
る

2
つ
の
変
量
の
間
の
関
係
で
あ
り
、
散
布
図
や
相
関
係

数
に
よ
っ
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
質
的
デ
ー
タ
を
と
る

2
つ
の
変
量
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
も
調
べ
る
。

 

A
 
散
布
図

 

下
の
表
は
、
あ
る
高
校
の

1
年
生
男
子

2
0
人
に
つ
い
て
、
身
長

𝑥
 c

m
 、

体
重
を

𝑦
 k

g 
と
し
て
、

𝑥
 

,𝑦
を
調
べ
た

 

結
果
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①
の
人
は
、
身
長

1
6

8
.4

cm
、
体
重

5
9

.0
k

gで
あ
る
。

 

 

𝑥
と

𝑦
の
間
の
関
係
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
右
の
図
の
よ
う
に
、

 

𝑥
 

,𝑦
の
値
の
組
を
座
標
と
す
る
点
を
平
面
上
に
と
る
。
こ
の
図
か
ら
、
𝑥

が
増
え
る
と

𝑦
も
増
え
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

右
の
よ
う
な
図
を
散
布
図
と
い
う
。

 

B
 
相
関
関
係

 

2
つ
の
変
量
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
、
一
方
が
増
え
る
と
他
方
も
増
え
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
き
、

2
つ
の
変
量
の
間

 

に
、
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
逆
に
、
一
方
が
増
え
る
と
他
方
が
減
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
き
、

2
つ
の
変
量

の
間
に
、
負
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
ど
ち
ら
の
傾
向
も
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
相
関
関
係
が
な
い
と
い
う
。

 

練
習
1

 
下
の
表
は
、
各
地
点
の
緯
度

𝑥
 度

 と
2

0
1

8
年

4
月
の
平
均
気
温

𝑦
 ℃

 を
調
べ
た
結
果
で
あ
る
。

 

 

 1
  

2
つ
の
変
量

𝑥
 

,𝑦
の
散
布
図
を
か
け
。

 

 2
  
𝑥
と

𝑦
の
間
に
は
、
正
、
負
ど
ち
ら
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

 

 

 2
  
負
の
相
関
関
係

  

C
 
相
関
係
数

 

相
関
関
係
の
目
安
と
な
る
数
値
を
考
え
る
。

 

2
つ
の
変
量

𝑥
 

,𝑦
の
デ
ー
タ
が
、

𝑛
個
の

𝑥
 

,𝑦
の
値
の
組
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

 

 𝑥
1
 

,𝑦
1
  

, 
𝑥

2
 

,𝑦
2
  

,⋯
, 
𝑥
𝑛

 ,
𝑦 𝑛
  

以
下
で
は
、

𝑥
1

 ,
𝑥

2
 

,⋯
,𝑥

𝑛
と

𝑦
1

 
,𝑦

2
 

,⋯
,𝑦

𝑛
の
平
均
値
を
そ
れ
ぞ
れ

𝑥
 

,𝑦
、
標
準
偏
差
を
そ
れ
ぞ
れ

𝑠 𝑥
 

,𝑠
𝑦
と
す
る
。
 

こ
こ
で
、

𝑥
の
偏
差
と

𝑦
の
偏
差
の
積

 𝑥
𝑘
−
𝑥
  
𝑦
𝑘
−
𝑦
 の

平
均
値

 

1 𝑛
  
𝑥

1
−
𝑥
  
𝑦

1
−
𝑦
 

+
 𝑥

2
−
𝑥
  
𝑦

2
−
𝑦
 

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
  
𝑦 𝑛

−
𝑦
  

 
⋯

 
①

 

を
考
え
る
。
①
を

𝑥
と

𝑦
の
共
分
散
と
い
い
、

𝒔
𝒙
𝒚
で
表
す
。

 

ま
た
、
相
関
関
係
の
強
弱
を
み
る
た
め
に
、
共
分
散

𝑠 𝑥
𝑦
を
、

𝑠 𝑥
と

𝑠 𝑦
の
積

𝑠 𝑥
𝑠 𝑦
で
割
っ
た
量
を
考
え
る
。
こ
の
量
を

 

𝑥
と

𝑦
の
相
関
係
数
と
い
い
、

𝒓
で
表
す
。

 

相
関
係
数

 

𝑟
=

𝑠 𝑥
𝑦

𝑠 𝑥
𝑠 𝑦

=

1 𝑛
  
𝑥

1
−
𝑥
  
𝑦

1
−
𝑦
 

+
 𝑥

2
−
𝑥
  
𝑦

2
−
𝑦
 

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
  
𝑦 𝑛

−
𝑦
  

 
1 𝑛
  
𝑥

1
−
𝑥
 2

+
 𝑥

2
−
𝑥
 2

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
 2
 
∙ 

1 𝑛
  
𝑦

1
−
𝑦
 2

+
 𝑦

2
−
𝑦
 2

+
⋯

+
 𝑦

𝑛
−
𝑦
 2
  

=
 𝑥

1
−
𝑥
  
𝑦 1

−
𝑦
 

+
 𝑥

2
−
𝑥
  
𝑦

2
−
𝑦
 

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
  
𝑦 𝑛

−
𝑦
 

 
  
𝑥 1

−
𝑥
 2

+
 𝑥

2
−
𝑥
 2

+
⋯

+
 𝑥

𝑛
−
𝑥
 2
  
 𝑦

1
−
𝑦
 2

+
 𝑦

2
−
𝑦
 2

+
⋯

+
 𝑦

𝑛
−
𝑦
 2
  

相
関
係
数

𝑟に
つ
い
て
は
、
次
の
性
質
が
あ
る
。

 

 1
  

−
𝟏
≦

𝒓
≦

𝟏
 

 2
  
𝑟

=
1
の
と
き
、
散
布
図
の
点
は
右
上
が
り
の
直
線
上
に
分
布
す
る
。

 

 3
  
𝑟

=
−

1
の
と
き
、
散
布
図
の
点
は
右
下
が
り
の
直
線
上
に
分
布
す
る
。

 

 4
  
𝑟の

値
が

0
に
近
い
と
き
、
直
線
的
な
相
関
関
係
は
な
い
。

 

ま
た
、
𝑟の

値
が

1
に
近
い
こ
と
は
正
の
相
関
関
係
が
強
い
こ
と
の
目
安
で
あ
り
、
𝑟の

値
が

−
1
に
近
い
こ
と
は
負
の

 

相
関
関
係
が
強
い
こ
と
の
目
安
で
あ
る
。

 

相
関
係
数
は

𝑥
と

𝑦
の
直
線
的
な
相
関
関
係
を
考
察
す
る
た
め
の
目
安
と
な
る
。

 

 

練
習
2

 
左
列
の

2
0
人
の
身
長

𝑥
 c

m
 、
体
重

𝑦
 k

g 
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
次
の
数
値
が
計
算
で
得
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

 

数
値
は
小
数
第
３
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
。

 

𝑥
の
標
準
偏
差

4
.4

0
、
𝑦
の
標
準
偏
差

4
.7

1
、
𝑥
と

𝑦
の
共
分
散

1
8

.2
2
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
を
用
い
て
、

 

𝑥
と

𝑦
の
相
関
係
数
を
計
算
せ
よ
。
た
だ
し
、
計
算
結
果
は
小
数
第
３
位
を
四
捨
五
入
せ
よ
。

 

 

𝑟
=

0
.8

8
  

例
1

 
次
の
表
は
、
同
じ
種
類
の

5
本
の
木
の
太
さ

𝑥
 c

m
 と

高
さ

𝑦
 m

 を
測
定
し
た
結
果
で
あ
る
。

𝑥
と

𝑦
の
相
関
係

 

数
𝑟を

求
め
る
。

 

 

練
習
3

 
下
の
表
は
、

1
0
人
の
生
徒
に

1
0
点
満
点
の

2
種
類
の
テ
ス
ト

A
 

,B
を
行
っ
た
得
点
の
結
果
で
あ
る
。

A
の

 

得
点
と

B
の
得
点
の
相
関
係
数
を
求
め
よ
。

 

 

𝑟
=

−
0

.7
1

 
 

相
関
係
数
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
き
、
そ
の
数
値
だ
け
で
判
断
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

 

相
関
係
数
の
値
と
散
布
図

 

相
関
係
数
は
、
外
れ
値
の
影
響
を
受
け
や
す
い
値
で
あ
る
。

 

下
の
散
布
図

 1
  

, 
2
 で

表
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
い
ず
れ
も
相
関
係
数
が

0
.8
で
あ
る
。
し
か
し
、

 2
 の

デ
ー
タ
か
ら

 

外
れ
値
を

1
だ
け
除
い
た
デ
ー
タ

 3
 の

相
関
係
数
は

0
.1
で
あ
る
。

2
つ
の
変
量
の
間
の
相
関
関
係
を
調
べ
る
と
き
、
相

関
係
数
の
値
だ
け
は
、
分
布
の
特
徴
を
正
し
く
と
ら
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

 

 

D
 
質
的
デ
ー
タ
を
と
る

2
つ
の
変
量
の
間
の
関
係

 

例
2

 
合
否
が
判
定
さ
れ
る
あ
る
試
験
に
お
い
て
、
受
験
者

1
0

0
人
全
員
を

対
象
に
、
教
材

A
を
使
用
し
て
学
習
し
た
か
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
数
は
表

1
の
よ
う
に
な
っ
た
。

 

こ
の
表

1
の
よ
う
な
表
を
分
割
表
（
ク
ロ
ス
表
）
と
い
う
。

 

表
1
に
お
い
て
、
教
材

A
を
使
用
し
た
者
、
使
用

し
て
い
な
い
も
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
合
格
者
、

不
合
格
者
が
占
め
る
割
合
を
計
算
す
る
と
、
表

2

の
よ
う
に
な
る
。

 

表
2
だ
け
を
見
る
と
、
教
材

A
の
使
用
が
合
否
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。

 

こ
こ
で
更
に
、
教
材

B
を
使
用
し
て
学
習
し
た
か
も
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
数
は
表

3
の
よ
う
に
な
っ
た
。 

練
習
4

 
表

3
を
も
と
に
、
次
の
問
い
に
答
え
よ
。

 

 1
  
表

4
の
空
欄
に
適
切
な
数
を
入
れ
よ
。

 

 2
  
教
材

B
を
使
用
し
た
者
、
使
用
し
て
い
な
い
も
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、

 

合
格
者
、
不
合
格
者
の
占
め
る
割
合
を
計
算
し
て
表

2
の
よ
う
に
ま
と
め
よ
。

 

 

 

資
料

 ≪
講
座
５
で
使
用
し
た
レ
ジ
ュ
メ
≫
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す
べ
て
の
解
答
は
解
答
用
紙
に
答
え
の
み
書
き
な
さ
い
。

 

な
お
、
問
題
用
紙
も
回
収
し
ま
す
。

 

1
 
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
が

1
0

 ,
1

4
 ,

1
4

 ,
1

6
 ,

1
7

 ,
1

9
で
あ
る
と
す
る
。

 

 1
  
𝑥
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

𝑥 
を
求
め
よ
。

 

 2
  
𝑥
の
デ
ー
タ
の
偏
差
と
偏
差
の
２
乗
に
つ
い
て
、
下
の
表
①
～
⑯
に
数
値
を
い
れ
よ
。

 

𝑥
 

1
0

 
1

4
 

1
4

 
1

6
 

1
7

 
1

9
 

計
 

𝑥
−
𝑥 

 
①

 
②

 
③

 
④

 
⑤

 
⑥

 
⑦

 

 𝑥
−
𝑥 
 2

 
⑧

 
⑨

 
⑩

 
⑪

 
⑫

 
⑬

 
⑭

 
  3
  
𝑥
の
デ
ー
タ
の
分
散

𝑠
2
と
標
準
偏
差

𝑠を
求
め
よ
。

 

た
だ
し
、

 
2

=
1

.4
1
と
し
、

𝑠は
小
数
第

2
位
を
四
捨
五
入
し
て
小
数
第

1
位
ま
で
答
え
よ
。

 

   2
 
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
が
次
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

 

8
4

0
 ,

7
7

0
 ,

7
6

0
 ,

8
5

0
 ,

7
9

0
 ,

7
2

0
 ,

7
8

0
 ,

8
1

0
 

い
ま
、

𝑐
=

1
0

 ,
𝑥

0
=

7
8

0
 ,
𝑢

=
𝑥
−
𝑥

0

𝑐
と
し
て
新
た
な
変
量

𝑢
を
作
る
。

 

 1
  
変
量

𝑢
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

𝑢 
と
標
準
偏
差

𝑠 𝑢
を
求
め
よ
。

 

 2
  
変
量

𝑥
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

𝑥 
と
標
準
偏
差

𝑠 𝑥
を
求
め
よ
。

 

           3
 
下
の
表
は
、
あ
る
店
で
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
売
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
個
数

𝑥（
個
）
と
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
本
数

𝑦（
本
）
の

 

デ
ー
タ
で
あ
る
。

 

曜
日

 
月

 
火

 
水

 
木

 
金

 

𝑥
 

8
 

1
0

 
9

 
7

 
6

 

𝑦
 

1
1

 
7

 
9

 
1

3
 

1
0

 

 

 1
  
𝑥

 ,
𝑦
の
デ
ー
タ
の
平
均
値

𝑥 
 ,
𝑦 
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
よ
。

 

 2
  
下
の
表
の
①
～
㉚
に
数
値
を
入
れ
よ
。

 

 
𝑥

 
y 

𝑥
−
𝑥 

 
𝑦
−
𝑦 

 
 𝑥

−
𝑥 
  
𝑦
−
𝑦 
  

 𝑥
−
𝑥 
 2

 
 𝑦

−
𝑦 
 2

 

月
 

8
 

1
1

 
①

 
②

 
③

 
④

 
⑤

 

火
 

1
0

 
7

 
⑥

 
⑦

 
⑧

 
⑨

 
⑩

 

水
 

9
 

9
 

⑪
 

⑫
 

⑬
 

⑭
 

⑮
 

木
 

7
 

1
3

 
⑯

 
⑰

 
⑱

 
⑲

 
⑳

 

金
 

6
 

1
0

 
㉑

 
㉒

 
㉓

 
㉔

 
㉕

 

計
 

4
0

 
5

0
 

 
 

㉖
 

㉗
 

㉘
 

  3
  
𝑥
と

𝑦
の
相
関
係
数

𝑟を
求
め
よ
。
た
だ
し
、

 
2

=
1

.4
1
と
し
、
計
算
結
果
は
小
数
第

3
位
を
四
捨
五
入
せ
よ
。

 

 4
  
𝑥
と

𝑦
の
関
係
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
③
の
う
ち
か
ら

1
つ
を
選
べ
。

 

①
 
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
多
く
売
れ
る
日
は
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
も
売
れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。

 

②
 
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
多
く
売
れ
る
日
は
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
は
売
れ
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。

 

③
 
①
、
②
の
よ
う
な
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。

 

 

資
料

 ≪
講
座
５
で
使
用
し
た
レ
ジ
ュ
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＜情報機器を活用した成果発表について＞ 

講座７：「口頭発表スライドのつくり方」 

〇ねらい 

・パソコンの操作に慣れるとともに、口頭発表スライドを作成できるようにする。また、伝わりやすい 

スライドづくりのポイントを学び、作成時に取り入れられるようにする。 

〇内容 

第１回「効果的に伝わるスライドとは」 

・教科書を用いてポスター発表や口頭発表の概要を学び、次年度に作成するもののイメージ 

を作る。 

・限られた時間で聞き手の印象に残る発表を行うためにはどのようにスライドを作ればよいのか 

を学び、情報量の多いスライドよりも視覚的に伝える重要性を学ぶ。 

・PowerPointを実際に操作し、自分の用いたい機能を確認する。 

第２回「クラウド上での編集と共有」 

・Microsoft３６５（Office３６５）へのログインおよびログアウト方法を学ぶ。 

・クラウド上での編集機能を知り、自身の持つスマートフォンでの編集や画像の挿入を学ぶ。 

・授業者とのクラウド上でのファイル共有設定を行い、共同編集について学ぶ。 

第３回「発表用資料の作成」 

・授業で学んだことを活かし、「私のトリセツ（取扱説明書）」というテーマについて口頭発表 

スライドと発表原稿を作成する。 

 

〇課題について 

  ・発表の時間が取れないため、スライドのメモ欄（ノート欄）に発表原稿を記述する。 

・スライドの枚数、タイトルページを設ける等の指示に従ってテーマに沿ったスライドを作成する。 

・作成したスライドはクラス分をPDFに変換したうえで一つのファイルに集約し、Googleクラスル 

ームを用いて閲覧可能なものにする。 

 

講座７に取り組む生徒の様子 
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資料 ≪生徒に提示するスライド（１時間目）≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ≪生徒に提示するスライド（２時間目）≫    資料 ≪生徒に提示するスライド（３時間目）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ≪生徒の作成したスライド①≫ 
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資料 ≪生徒の作成したスライド②≫ 
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資料 ≪講座７における生徒の事後評価アンケート≫ 

〇質問項目：自分ができるようになったと感じることがあれば、自由に記述してください。 

あくまでも伝えたいことが視覚的に入るようにするのがスライドの役割であることを重視して、 

イラストやフォントに気をつけてスライドを作れるようになった。 

文字を少なくして大きくしたり写真を入れるなど、見ている人が分かりやすく、飽きないような 

スライド作りを心がけて作ることができました。 

説明することすべてをスライドに表示するのではなくポイントとなるキーワードや図、写真など工夫 

し、話す部分と表示する部分の使い分けを考えられるようになった。 

一目で何を伝えたいかがわかるようなスライドを作れるようになった。 

スライド内の文字を出来るだけ減らして作ることを意識してできるようになった。 

どのような構成にしたら見る側に強い印象を与え、しっかり伝えることが出来るかが分かった。 

パワーポイントが見やすいようにどの要素を中心で入れるかなどを考えて作成出来るようになっ

たと思います。 

 

上記のように、各々が「他者に見せる資料」であることを念頭に、効果的に伝える方法や視覚的な

印象を与えるためにはどのような文字サイズ・フォント・画像・レイアウト・色使いが良いのかを試行

錯誤しながらスライドを作成することができた。 
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スマホや、アイパッドなどの別の端末からアクセスし、作業を行うことができるようになった。 

OneDriveが使えるようになった。 

Office365を使ってどのパソコンでも自分の作業を再開できるとわかった。 

スマホでスクリーン録画したものを、iCloudを通してパソコンにダウンロードすることができる 

ようになった。 

 

上記のように、生徒にとってスマートフォンと PC という今まで別々の用途であった機器がシームレス

につながることを学ぶ良いきっかけにもなった。その際にログアウトの方法やパスワードの重要性も

再認識させる機会を設けることができた。 

 

また、作業をするにあたって、教科書や授業者からの発信で学ぶだけでなく、自ら作業の効率化を

図るためにインターネットを用いて調べ、周りの生徒へ教えるという場面も見られた。 

 

Ctrl+C、Ctrl＋Vを使えるようになった。 

 

という回答もあり、機器に触れることで実践的に学ぶことができた。 
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＜卒業生による講演会＞ 

生徒に探究活動の意義を伝えるために、「理数探究基礎」の最後の授業において、大学４年生

になる卒業生２名による講演会を実施した。大学における研究活動や就職活動において、高校時

代に経験した探究活動がどのように影響しているかについて語ってもらった。年齢が近いこともあ

り、生徒にとっては、自分の将来像を間近に感じられる良い機会となったようである。 

 

資料 ≪卒業生による講演会の様子≫ 

 

 

 

資料 ≪講演会で提示された資料≫ 
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 理数探究基礎における評価の方法とその振り返り 

前述のとおり、本校の理数探究基礎は担当者によるリレー講座形式でおこなった。評価については、

それぞれの講座で３観点の中から評価する観点を決め、ルーブリックを用いて観点別評価をおこな

った。すべての講座が終了したあとで、総括的観点別評価（まとめ）を算出し最終評定を決定した。 

 

資料 ≪評価のためのルーブリック≫ 

 A B C 

知識・技能 講座で取り組んだ知

識や技能が、十分に

身についた 

講座で取り組んだ知

識や技能が、十分で

はないが身についた 

講座で取り組んだ知

識や技能が、身につ

いたとは言えない 

思考・判断・表現 講座で取り組んだ内

容を用いて、適切に思

考・判断・表現できる 

講座で取り組んだ内

容を用いて、十分では

ないが一定程度、思

考・判断・表現できる 

講座で取り組んだ内

容を用いて、思考・判

断・表現できるとは言

えない 

主体性 講座で実施された内

容に、主体性をもって

取り組んでいた 

講座で実施された内

容に、十分ではないも

のの意思をもって取り

組んでいた 

講座で実施された内

容への取り組みの際、

意識が感じられなか

った 

※多様な評価に対応できるよう、ルーブリックの「評価の観点」は極力シンプルなものとした。 

 

総括的観点別評価（まとめ）の出し方 

各講座から提出された観点別評価について、A：4 点 B：２点 C：０点とし、年間の平均スコアを算

出した。算出したスコアが３以上であるもの（直感的にAが多そうなもの）をA、３～１であるもの（直

感的に Bが多そうなもの）を B、１～０であるもの（直感的に Cが多そうなもの）を C とした。 

 

５段階評定の出し方 

AAA を５、BBB相当（ABC１つずつになるもの）を３、CCC を１とし、それらの間にあるものを４ある

いは２とした。 

評定 観点別評価 

５ AAA 

４ AAB ABA BAA AAC ACA CAA ABB BAB BBA 

３ BBB ABC ACB BAC BCA CAB CBA 

２ BBC BCB CBB ACC CAC CCA BCC CBC CCB 

１ CCC 

 



68 
 

資料 ≪評価のイメージ≫ 

 講座１ 講座２ 講座３ 講座４ 講座５ 講座６ 講座７ スコア まとめ 

知技 A    A  A 4.0 A 

思判表  A B A  B B 2.8 B 

主体 A B B C   A 2.4 B 

この場合、観点別評価（まとめ）が ABBなので、評定は４ 

 

以上の方法で評価を算出した結果、令和 5 年度における観点別評価の ABC 分布状況は次のよ

うになった。 

〇評定５のグループ 

観点別 AAA 

人数 27 

〇評定 4のグループ 

観点別 AAB ABA BAA ABB BAB BBA AAC ACA CAA 

人数 0 95 12 24 2 76 0 0 0 

〇評定３のグループ 

観点別 BBB ABC ACB BAC BCA CAB CBA 

人数 39 0 0 0 0 0 0 

〇評定２のグループ 

観点別 BBC BCB CBB ACC CAC CCA BCC CBC CCB 

人数 0 1 1 0 0 0 1 0 0 

〇評定１のグループ 

観点別 CCC 

人数 0 

 

実際の評定の分布は次のとおりである。 

評定 5 4 3 2 1 

人数 27 209 39 3 0 

全体評定平均：3.94 
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評価の振り返り 

 

特徴① 観点別評価には人数の偏りがある 

表が示す通り、特定の観点別評価に人数の偏りが見られた。実際には存在しない観点別評価も

多数見受けられた。複数のミニ探究で見取って絶対評価をおこなうため、トータルで Cがつきにく

かったことがその一因であると考える。人数が赤字で示された部分のように、Cを含む観点別評価

には、生徒がほとんど存在しない。 

 

特徴② 「主体性」が評価のボトルネックである。 

人数が青字で示された部分から見て取れるように、主体性が Bの生徒が、他の観点で Aにな

ることは少ない。主体性が Bの生徒は他の２観点両方で Bになる傾向がある（BBBは４２名）。 

一方で主体性が Aであるにも関わらず、他の２観点で両方 Bがついている生徒が９９人もいる

ことが分かる（表の人数が緑字の部分）。記述式アンケートなどを活用して、これらの生徒に何が起

こっているのかを、定性的に捉えなおしていくことが今後の指導改善における課題である。 
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 生徒の振り返り 

最終授業の終了後、振り返りのため生徒にアンケート調査を実施した。アンケート項目は、①外部講

師による講演会および②授業担当者による講座を通じて、本校 SSH の重点目標である「みつける

力」「すすめる力」「ひろげる力」の３つをどの程度高められたかを、５件法によって調べた。 

 

≪内訳≫ 

①外部講師による講演会 

  講義「探究での学びと研究倫理」 

②担当者による講座 

講座１「効果的なアイディアの出し方」 

講座２「はかる」 

講座３「反応における温度の測定」 

講座４「観察から始まる実験計画」 

講座５「データの分析」 

講座６「データ整理」実習 

講座７「口頭発表スライドのつくり方」 

 

≪質問項目≫ 

（みつける力）現状を正しく把握し、適切な課題を発見する力を身につけられましたか？ 

（すすめる力）不確実で複雑な状況に立ち向かい、課題を解決する力を身につけられましたか？ 

（ひろげる力）自ら情報を発信し、理解と共感を得る力を身につけられましたか？ 

 

≪回答項目≫ 

1. 身につけられなかった 

2. あまり身につけられなかった 

3. どちらともいえない 

4. 身につけられた 

5. よく身につけられた 

 

調査結果は次ページに示すとおりである。 
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≪みつける力≫現状を正しく把握し、適切な課題を発見する力を身につけられましたか？ 

 

 

すべての講座を平均して、39.8％（昨年度比＋10.2％）が「よく身につけられた」、40.5％（昨

年度比＋0.1％）が「身につけられた」と答えた。特に講座１（課題解決）「効果的なアイディアの出

し方」では、合わせて 86.5％の生徒が課題発見能力を高められたと回答している。講座１（課題解

決）は、ブレインストーミングの手法を実践から学ぶ講座である。探究のテーマ設定の際に、応用で

きる可能性を感じた生徒が多かったものと考えられる。 

昨年度と比較すると、「よく身につけられた」が 29.6％→39.8％と大きく伸びている。特に昨年

度から続けている講座で伸びが顕著な傾向があり、担当者側も経験を重ねることで、講座運営の

質が高まっていることが見て取れる。 
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≪すすめる力≫不確実で複雑な状況に立ち向かい、課題を解決する力を身につけられましたか？ 

 

 

すべての講座を平均して、36.6（昨年度比＋6.1％）が「よく身につけられた」、40.0％（昨年度

比＋1.1％）が「身につけられた」と答えた。講座１（課題解決）「効果的なアイディアの出し方」およ

び講座6（統計②）「「データ整理」実習」では、それぞれ合わせて81.8％（課題解決）81.0％（統

計②）の生徒が課題解決能力を高められたと回答している。これらは２クラスに対して、担当者２人

で同時実施した講座である。昨年度も同様の傾向があり、複数担当によるティームティーチングが、

課題解決能力の向上に有効であることが示唆された。 

この項目においても、「よく身につけられた」が昨年度比 30.5％→36.6％と増加し、今年度の生

徒は、昨年度の生徒よりも課題解決能力に対する自信を深めている様子がうかがえる。 
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≪ひろげる力≫自ら情報を発信し、理解と共感を得る力を身につけられましたか？ 

 

 

すべての講座を平均して、40.4％（昨年度比＋9.5％）が「よく身につけられた」、35.5％（昨年

度比-3.1％）が「身につけられた」と答えた。特に講座７「口頭発表スライドのつくり方」では、合わ

せて 86.2％（昨年度比+2.1％）の生徒が情報発信力を高められたと回答しており、「よく身につ

けられた」と回答した生徒の割合も過半数を超えている（56.7％）。 

全講座平均でも、「よく身につけられた」が 30.9％→40.4％と大きく伸びている。令和４年度よ

り、本校でも BYOD（Bring Your Own Device：１人１台端末）を購入して、普段の授業において

利用している。中学校で情報機器の活用し、昨年度よりもさらに情報機器の扱いに慣れた生徒が

入学してきている中で、情報発信力の向上を実感してもらえたことは、意義が大きいと考える。 
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≪全体検証≫ 今年度１年間の理数探究基礎の取り組みについて、生徒たちの語りを紹介する。 

 

○質問項目： 

あなた自身が、「理数探究基礎」の受講を通じて得た学び、それを来年度の「総合的な探究の時間」

でどのように活かしていきたいかを教えてください。 

理数探究基礎の時間を通して、仲間と一緒に答えのない問いにどうやってアプローチしていくの

かを学ぶことができました。自分ひとりの力ではなく、周りの人々の力も借りて来年の探究にも活

かしていきたいです。 

「理数探究基礎」の授業を受けて、ブレインストーミングを使うことでアイディアが出しやすくなっ

たり、そのアイディアを分かりやすく伝えられるようにパワポにまとめたりするなどの力が鍛えられ

た。「総合的な探究の時間」では、身近な問題点を解決するアイディアをたくさん出していって、社

会がより良くなるように活かしていきたい。 

一つ一つ新たに生まれる課題に対して真摯に解決の姿勢を見せることを学んだ。課題を設定す

る力、それをどのように調べるか考える思考力として活かしていきたい。 

この一年間で、さまざまな探究を経験して、たくさんの学びを得る事ができました。中学の実験と

は全く違う難しさがあって大変だったけど楽しかったです。 

理数探究基礎で主にグループワークの重要性を思い知らされたので来年はいろいろ役割分担

をして探究に臨みたいです。 

上手くいかないことで壁にぶつかることがあってたくさん苦しみました。このことで今後全てうまく

いくとは思わず、一方でミスを恐れることもなくたくさん挑戦したいと思いました。 

理数探究基礎の授業は、数学や国語の問題を解くときとは全く違う考え方をしなくてはいけなか

ったので大変でした。仲間と連絡を取りあったり、話し合ったりして進めることも多く人見知りの私

にとっては難しいなという思いもありましたが、これからの時代に必要なのはこういった力なのだ

と思います。 

特に、人に伝えるということをよく考えて、発表を行えるようにしたい。実験についても、常に客観

的な思考と、批判的な思考を持って、けれども、疑うだけでなく、肯定することを忘れずに、テーマ

にそった探究ができるよう頑張りたい。 

たくさんの考えを肯定することを大切にして、固定概念にとらわれず、柔軟な発想をしたいです。

また、最後まで諦めることなく、一つ一つの結果を大切にしていきたいです。 

班の人が言ったことに全部「YES」で返すとか、立って話し合うとか、ペアの人の話に付け足して

いくとか、いい案を出す方法をたくさん知ることができて、今まで中学のグループワークなどで案

が出ずに会話が滞ってしまうことが多々あったので、すごくためになったし、いい学びになりまし

た。最初のテーマ決めが探究においてすごく重要だと思うので、今回学んだ方法をフル活用し

て、色々な視点から案を出し、いい探究ができるように努めていきたいです。 

案や仮説を考えることも大切だけどそれが実験などで実証されなかったときに仮説との違いを

見つけることが重要だと思いそれを活かしていこうと思った。 
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正解がない問いに対してどのようなアプローチをするのか考えながら探究の授業をしたい。また、

複数人でするのでコミュニケーションを大事にしようと思う。 

実験をするとなった時に、自分が調べたいことを、どのような実験から結果が得られるのかを正

確に考えることや、それらの結果をまとめて考察をすること、それから自分が調べたことを十分に

分かりやすく人に伝えられるかを考えることを意識して、来年度に活かしていきたいと思う。 

探究、実験をまとめるときに自分の中ではわかると思って簡単にまとめた文章でも他の人に見せ

ると上手く伝わらないことがあり、だれにでもわかるように書くことが大切だとわかりました。また

プレゼンのような形で相手に伝える場合は逆に、簡単にまとめたスライドを用いて言葉で補足し

ていく。その時の場面によって伝える方法を変えればいいのだとわかりました。これを来年からの

探究に活かしたいです。 

自ら色々な課題を設定してそれについての具体的な工程を組み立てていく大切さが学べました。

その工程をどれだけ深く幅広い視点でつくっていけるかが重要になってくると思うので、その練習

として高校生のうちに与えてもらえた理数探究基礎という機会を最大に活かすつもりで頑張りた

いです。 

探究は答えが複数あり、多角的に見ないと答えに近づけないことが多くあると学んだので、これ

からの学習で壁にぶつかることがあっても、忍耐力＝思考体力をもって探究していきたいなと思

った。 

私は文系志望なので、データや単位、測り方など苦手意識を持っていたことが多かったし、紙の

上だけで勉強するものだと思っていましたが、探究を通してそのようなことは実践の中で使うもの

だと改めて実感しました。2年生では習った知識を活かして苦手だと決めつけずにチャレンジした

いと思います。 

日常生活で見つけた「！」に向き合い「？」を見つけて探究し、それを周りの人にわかりやすく正確

に伝える力を、グループで探究する際にメンバーと情報を共有するために活かしていきたいで

す。 

さまざまな科目・分野の講座を受講するなかで、探究のテーマ設定から、実験での測定方法や

データの整理の仕方、さらに探究発表に向けてのレポートやパワーポイントの作成まで、実践を

通して学ぶことができた。また、グループ活動が中心で、役割分担や情報共有が上手くいかない

こともあったが、その失敗も踏まえて、来年度の探究では、グループの仲間を尊重し、良い雰囲気

で探究が行えるようにしたいと思う。そして実際の探究の一つ一つの手順で、理数探究基礎で

学んだことを振り返り、得た知識や経験を活かせるようにしたい。 

探究活動はとても難しくて大変なものというイメージがあり、2 年生になって実際に自分が問いを

立ててそれを研究していくことにとても不安を感じていました。でも探究基礎の講座を通して、探

究は意外と身近なところからはじまっていることを実感したので、探究活動に対する不安が大分

なくなりました。また、いろいろな講座を通して、グループワークの難しさや役割分担の大切さを学

ぶことが出来たので、来年の探究活動に活かしていきたいです。 
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正解のない課題に対して、今までは何から手をつけていいのか分からず、やる気になれなかった

けれど、取り組み方や考え方など、様々なことを学んだ今では知識や人脈など持てることを全て

総動員して探究したい 

様々な観点から探究に繋がるような問題提起やデータ分析といった方法を学ぶことが出来、初

めは不安だった理数探究の時間も少し楽しみで興味が湧いてきました。来年度からの時間で生

かしていきたいです。 

いろいろな分野の知識が身についたのはもちろん、調べた結果や身に付けたことをレポート、プレ

ゼンなどの色々な方法で伝える機会が沢山あって、他の人の発表を聞く機会も沢山あって、人に

伝える力が少し身についたと思うので、来年はさらにもっとそれを身につけて使って行きたいと思

う。 

自ら色々な課題を設定してそれについての具体的な工程を組み立てていく大切さが学べました。

その工程をどれだけ深く幅広い視点でつくっていけるかが重要になってくると思うので、その練習

として高校生のうちに与えてもらえた理数探究という機会を最大に活かすつもりで頑張りたいで

す。 

グループでの活動において、違った意見を出し合った時に一つにまとめることが 1番難しいと思

いました。でも同じ班の中でもいろんなアイディアが出てくると自分とは全く違う視点だったりして

おもしろいなと感じました。他の班の発表もテーマがとても興味深いものばかりで探究内容もレ

ベルが高く、参考にして来年に繋げたいと思いました。 

授業で実験やアンケートを行い、結果や考察をまとめるときにうまく進まないことがよくありまし

た。その際に、チームで協力して情報収集したり意見の出し合いを行うことで作業を進めていまし

た。１人で考えて解決しようとするのも大事ですが、理数探究を通じてチームで協力することの大

切さを学んだ気がします。来年からの探究で壁にぶつかったときには、チームのみんなを積極的

に頼って、お互いに助け合いながら探究を進めていきたいです。 

探究を行う際には仮説を立て検証し、また新しい仮説を立て検証するといったことの繰り返しが

大切だと学んだ。また、頭の中で考えるだけではなく、積極的に文字に起こし周囲の人と考えを

共有することの重要性も学んだ。このような経験を来年度は、班員と協力し自分たちの成果を発

信する際にも活かしていきたいと思う。 

探究で得た学びとしては正解にたどり着く道筋は 1つではないということ、またその正解も一つ

だけではなく何通りもあって決まっていないゆえの難しさがあるということを学んだ。 

だから、来年度の探究の時間では自分が思っている正解にたどり着けなくても違う方法を試した

り、新たな正解を考えてみたり、頭を柔らかくして探究課題に取り組んでいきたいと思う。 

設定した課題に対して、どのようにアプローチしていくかや、計画の立て方など探究の基礎的な

ことを学ぶことができたので、実際に来年探究を進めていく過程でたらいいなと思います。 

アイディアや実験、データの分析、スライドの作り方など今年一年通して学んだことをしっかり応

用して来年使えるようにしたい 
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 次年度に向けた課題 

「３時間で１つのテーマに取り組んで、実践を通じて必要な力を養う」という方法は、生徒にとっても

学びに対する飽きがなく、こちらの企図するところを感じ取ってくれたようである。アンケートからもそ

のことが読み取れる。 

 その一方で、３年間の探究活動を見通したときに、次の２つの課題が浮き彫りになっている。 

 

課題① 

理数探究基礎担当者と総合的な探究の時間担当者に重なりが少なく、２学年で総合的な探究

の時間に取り組む際、生徒が１学年で学んだことを踏まえた指導が難しい。 

課題② 

２学年の生徒が探究活動に取り組む際、先行研究に対する調査が甘く、参考文献もあまり挙が

ってこない。 

 

理数探究基礎が展開される時間である木曜６時間目は、必然的に１学年の他教科の授業はな

い。そのため、１学年担任団がそれぞれのクラスに付き添って一緒に講座を回ることができる。課題

①への対応策として、次年度はこのかたちが取れるよう時間割作成上の配慮をしたい。 

次に、課題②について考える。探究活動に取り組む際、すでに分かっていることを自分がテーマ

にすることは避けたい。二番煎じになる上に、研究倫理上の問題もはらむためである。また、探究活

動においては、設定したテーマを検証可能なかたちに具現化する必要がある。本校の探究活動に

おいても、そこが大きな課題となっている。自分で一から検証方法を考え出すことも大切だが、先行

研究を調査することが効果的なアプローチになる場合も多くある。そこで次年度は、７つの講座の中

に「先行研究調査」を題材とするものを立ち上げる予定である。具体的には、CINII や国立国会図

書館から論文を入手する方法を紹介し、実際に自分で仮に設定したテーマについて、先行研究を

調べた上で内容をブラッシュアップするといった内容のものを計画している。学術情報の基本的な

流れ方についてもその中で教示していくつもりである。 

以下では、その講座で提示しようと考えている資料をご紹介したい。 

 

資料 ≪「先行研究調査」講座で提示する資料≫ 
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HOP 
 

 

 

探究ルームまたは図書室にある雑誌の記事や書籍から基礎研究型探究のテーマになりそうなもの

を探してみましょう。 

 

テーマ① 

主題 

 

内容 
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STEP 

 

 

 

前回考えたテーマの中から１つを選んで、論文検索データベースを用いてどのような先行研究があ

るのか調べてみましょう。 

 

選んだテーマ 

主題 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

先行研究を参考文献のかたちで書き出してみましょう 

≪参考文献≫ 
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JUMP 

 

 

 

先行研究論文を読んで、選んだテーマにおいて明らかになっていること、まだ知見が得られていな

いことを整理しましょう。 

選んだテーマですでに明らかになっていること 

 

 

 

 

 

 

 

まだ知見が得られていないこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験手法やアンケートのやり方など、探究活動を進める際に、参考になりそうな事柄をみつけましょ

う。 
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 あとがき 

本校が新しい教育課程に取り組むようになって、今年度で２年目を迎える。「理数探究基礎」と「公

共」は、その中で１学年の目玉となる科目である。探究活動を中心にすえた教育課程への取り組み

は、まだまだ発展途上にある。次のアンケートは、教育課程全体に対しての、生徒の包括的な実感を

調査したものである。 

 

理数探究基礎以外も含めた、１学年であなたが経験した授業の全体像について教えてください。 

 

 

全般的にみて約 90％の生徒が、「VUCA 時代＝先行きが不透明で予測困難な時代」を生きるた

めに必要な力を「身につけられた」と答えている。また、すべての項目で昨年度の調査結果を超える

結果となった。 

「みつける力」：86.0％→90.6％ 

「すすめる力」：81.5％→86.2％ 

「ひろげる力」：81.5％→87.4％ 

私たち教職員としても、常に新たなチャレンジをする気持ちを忘れず、取り組みを継続したい。また
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今後のさらなる発展に向けて、引き続き関係各位の温かいご支援を賜りたい。 
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